
２０１４年８月の邦人犯罪被害事例 
 

在フランス日本大使館領事部 

 

８月中に大使館領事部に届けられた邦人の犯罪被害件数は５７件で，今年に入ってから

の合計は，８月３１日現在，３９５件となりました。 

 

今月のコメント！ 

◎スリ，置き引きの被害が多発しています。混雑した電車内，ホテルの朝食会場では特に注意

してください。また，見ず知らずの人に話しかけられたら警戒することが必要です。 

◎パリ近郊のホテル近くの路上等でのひったくり被害が報告されています。タクシーでホテル

に乗り付けても被害に遭うケースも報告されていますので，郊外のホテルに宿泊する場合は，

周囲の状況に注意し，警戒してください。 

 

【２０１４年８月の被害届分析表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○被害手口 当該月 累計 ○発生場所 当該月 累計

強盗 2 20 ○パリ市内及び近郊
ひったくり 2 22 メトロ車内・駅構内 10 83
スリ 38 237 RERのB線 0 19
置引き 14 104 上記以外の電車・駅構内 6 31
車上狙い 0 3 凱旋門・シャンゼリゼ通り界隈 3 23

侵入盗（空き巣等） 1 5 エッフェル塔界隈 1 8
偽警察官 0 2 オペラ座界隈 8 47

その他の手口・不明 0 2 ルーブル・オルセー美術館界隈 4 13

合計 57 395 上記地区以外のレストラン・カフェ 0 15

上記地区以外のホテル 7 35

○事件発生時間帯 当該月 累計 上記地区以外の路上 10 46

０時台～５時台 2 2 その他の場所・不明 5 38
６時台～９時台 7 63 ○パリ市とその近郊以外
１０時台～１３時台 13 84 電車・駅等交通機関 2 21
１４時台～１７時台 16 103 レストラン・カフェ等 0 3
１８時台～２１時台 12 102 ホテル 0 0
２２時台～２３時台 5 30 路上 0 3

不明 2 11 その他の場所・不明 1 10

合計 57 395 合計 57 395

○事件発生曜日 当該月 累計 ○性別区分 当該月 累計

月曜日 7 53 男性 27 175
火曜日 11 48 女性 30 220

水曜日 7 47 合計 57 395

木曜日 11 51

金曜日 6 63 ○年齢 当該月 累計

土曜日 7 75 ２０歳未満 4 13
日曜日 8 57 ２０歳代 6 75
不明 0 1 ３０歳代 12 67

合計 57 395 ４０歳代 11 73

５０歳代 11 59

○平日・休日の別 当該月 累計 ６０歳代 11 63

平日 41 252 ７０歳以上 2 16
週末・祝祭日 16 142 不明 0 29

不明 0 1 合計 57 395

合計 57 395

○月別発生件数(２０１４年)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

48 54 58 34 47 44 53 57 0 0 0 0 395



【８月の被害例】 

 

１．ルーブル美術館を見学中，椅子の上に置いた鞄を，ちょっと目を離した隙に置き

引きされた（男性旅行者） 

 

２．地下鉄１号線チュイルリー駅からシャトレ駅間の混雑した車内で，一瞬，後ろか

ら引っ張られたような気がしたが混雑のためと思い気にしないでいたが，降車後

に確認すると，バッグのチャックが開けられ貴重品入れを盗まれていた（女性旅

行者） 

 

３．リヨン駅に停車中のＴＧＶ車内の頭上の荷棚に鞄を置いて着席し，しばらくして

頭上を見上げると，いつの間にか鞄を置き引きされていた（男性出張者） 

 

４．オペラ座近くに所在するラーメン店大勝軒で食事中，カウンター席の椅子の背も

たれに掛けていたリュックサックを置き引きされた（女性旅行者） 

 

５．メルキュール・パリ・サントル・トゥール・エッフェルの朝食会場で，椅子の背

もたれに掛けたバッグを置き引きされた（男性旅行者） 

 

６．地下鉄１号線コンコルド駅で電車に乗り込もうとした時，４～５人の少女達と押

し合うようなかたちになったが，その際に，ウェストポーチの中から旅券等を盗

まれた（男性旅行者） 

 

７．ベルサイユ宮殿を見学中，人混みで混雑した部屋で，ショルダーバッグの中から

貴重品入れを盗まれた（男性旅行者） 

 

８．メルキュール・パリ・ポルト・ドルレアンにタクシーで到着し降車した際，４人

組の男に鞄をひったくられた（女性旅行者） 

 

９．地下鉄１番線シャンゼリゼ・クレモンソー駅の改札前で，バッグを地面において

地図を見ている際《公:注意》，若者に駅名を尋ねられ対応していると，別の若者

に足下に置いたバッグをひったくられた（男性旅行者） 

 

 １０．空港からパリ市内へ向かう高速道路上でタクシーが渋滞に巻き込まれ停止すると 

突然現れた男に窓ガラスを割られ，座席の上に置いていた鞄を強奪された。男は 

仲間のバイクで逃走した（女性旅行者） 


